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呼吸器感染症におけ るME1207の 臨床的検討

小花 光夫 ・松岡 康夫 ・入交昭一郎 ・吉岡 巌1)

川崎市立川崎病院内科*1)現:藤 田保健衛生大学内科

新 しく開発された経ロセフェム系抗生剤ME1207を 急性気管支炎2例 、慢性気管支炎の急性

増悪3例,肺 炎3例,気 管支拡張症の感染増悪3例,計11例 に1回100～200mg,1日3回3～

14日 間経口投与 した。臨床効果判定可能であった10例 では著効2例,有 効6例,や や有効2例

であ り,有 効率 は80.0%で あ った。本剤投与中に下痢の発現をみた症例が2例 あったが,い ず

れも投与中止後 自然軽快 した。本剤によると思われた臨床検査値異常は1例 もなかった。
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ME1207は 近年,明 治製菓(株)薬品総合研究所 で開発

されたエステル型セフェム系経 口抗生剤である。本剤

は抗菌活性 を有するME 1206の プ ロ ドラッグである。

これ までの基礎的検 討ではME 1206は 殺 菌的に作用

し,そ のin vitroに おける抗菌 スペ ク トルは グラム陽

性 菌,グ ラム陰性菌 に幅広 く,特 にStaphylococcus

aureus,Staphylocoocus epidermidisに 対 しては優れた

抗菌力を)有してお り,β-lactamaseに 対 して安定であ

ることが報告されている1)。

我々はこのような基礎的評価 をふ まえ,内 科領域の

各種呼吸器感染症において本剤の臨床的検討を行 った

ので,そ の成績 を報告する。

投与対象は平成元年9月 から平成2年3月 までの間

に,川 崎市立川崎病院内科に通院または新入院 し,治

験の同意の得 られた患者で,男 性7例,女 性4例 の計

11例,年 齢は33歳 か ら85歳 に わた り,平 均64.6歳 で

あったが,70歳 以上が6例(54.5%)と 高 齢者の比率

が高か った。

感染症の内訳は急性気管支炎2例,慢 性気管支炎の

急性増悪3例,肺 炎3例,気 管支拡張症の感染増悪3例

であった。薬剤投与方法 としてはME1207を1回100

mg(1例)～200mg(10例),1日3回 毎食後に服用 さ

せた。投与 日数は副作用のため3日 間で中止 した1例

を除き,7日 ～14日 間 で,平 均9.1日 で あった。

効果判定 としては細菌学的には菌の消失 をもって有

効 とし,臨 床的には発熱,喀 痰性状,喀 痰量などの臨

床症状および胸部 レ線所見,血 沈,CRP,白 血球数な

どの検査所 見の改善か ら,著 効,有 効,や や有効,無

効の4段 階に判定 した。

なお,本 剤投与中に本剤に よる副作用 としてアレル

ギー症状,消 化器症状,中 枢神経症状などの出現がな

いか否か調査 した。 また,本 剤投与前後に末梢血,肝

機能,腎 機能などの臨床検査を施行 して,臨 床検査値

異常の出現の有無をみた。

症例の一覧表 をTable 1に 示 した。症例1は 急性気

管支炎例 で,起 炎菌を明 らかにすることはできなかっ

たが,臨 床的には有効 であった。症例2は 同じく急性

気管支炎例 でStreptococcus pneumoniaeが 検 出され

たが,本 剤投与開始2日 後に下痢が発現 したため,本

剤投与を中止 し,そ のため臨床効果判定は不明であっ

た。下痢 は本剤中止後に 自然軽快 した。なお,症 例2は

基礎疾患として慢性関節 リウマチを有 していた。症例

3は 慢性気管支炎の急性増悪例 で,起 炎菌 を明らかに

することはできなかったが,臨 床的には有効であった。

症例4は 慢性気管支炎の急性増悪例 で,喀 痰培養では

Achromobacter xylosoxidansが 検 出されたが,本 剤投

与にてAeudomonas aemginosaに 菌交代した。臨床

症状では微熱 咳嗽ほ消失 したものの,喀 痰量は不変

であ り,臨 床的にはやや有効 と判定された。本例では

本剤投与開始6日 後に下痢が発現 したが,本 剤投与中

止後に自然軽快 した、症例5は 同じく慢性気管支炎の

急性増悪例で,喀 痰培養ではHaemophilus influenzae

が検 出されたが,本 剤投与にて も除菌されず,臨 床症

状でも咳嗽,喀 痰がわずかに減少 したに とどまり,臨

床的にはやや有効 と判定された。症例6は 肺炎例で,

喀痰培養 ではS.Pneumoniaeが 検 出されたが,本 剤投

与にて除菌され,臨 床的には咳嗽,喀 痰および胸部レ

線上の浸潤影が速やかに消失 し,著 効 と判定された。

症例7は 高血圧を基礎疾患 として有する肺炎例で,喀

痰培養では常在菌のみ検出 され,起 炎菌は不明であっ
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Table 1. Summary of cases treated with ME1207

ND: not done (P): purulent (PM): mucopurulent (M): mucos MIC:  inoculum size 106 CFU/ml
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たが,臨 床的には有効 であった。症例8は 陳旧性肺結

核 を基礎疾患 として有す る肺炎例で,喀 痰培養では常

在菌のみ検出され,起 炎菌は不明であったが,臨 床的

には有効であった。症例9は 気管支拡張症の感染増悪

例 で,喀 痰培養ではS.pneumoniaeとS.aureusが 検

出されたが,本 剤投与にていずれ も除菌され,臨 床症

状,胸 部 レ線上の浸潤影が速やかに消失 し,著 効 と判

定された。症例10は 同 じく気管支拡張症の感染増悪例

で,喀 痰培養ではβ-streptococcusが 検 出されたが,

本剤投与にて除菌 され,臨 床的には有効であった。症

例11は 気管支拡張症の感染増悪例で,喀 痰培養では

HaemoPnilus paraimfluen2aeとS.aureusが 検 出され

た。本剤投与中Saureusは 除菌 されず,Hparain-

fluenzaeが 除 菌されたのみであった。本剤投与終了後

は喀痰消失のため喀痰培養は施行 できなかった。臨床

的には咳漱,喀 痰および胸部 レ線上の浸潤影が改善 し,

有 効 と判定 された。なお,本 例にて除菌 し得なかった

S.aureusは メチシ リン耐性菌であった。

臨床効果の判定可能であった10例 では急性気管支

炎1例 で有効,慢 性気管支炎の急性増悪3例 では有効

1例,や や有効2例,肺 炎3例 では著効1例,有 効2

例,気 管支拡張症の感染増悪3例 では著効1例,有 効

2例 であ り,計10例 中8例 が有効以上 で,有 効率は

80.0%で あ った。 なお,起 炎菌 を同定 し得 た7例 で

は,菌 消失3例,菌 交代1例,不 変1例,不 明2例 で

あった。

本剤投与中に本剤に起因す ると思われた副作用 とし

て症例2お よび症例4の2例 において下痢を認めた。

症例2は3日 間で,症 例4は7日 間で投与中止したが,

いずれ も本剤中止後,下 痢は 自然軽快した。本剤投与

前後に施行 した末梢血,肝 機能,腎 機能などの臨床検

査値では本剤に起因すると思われた検査値異常は1例

も認めなかった。

セ フェ ム系 経 口抗 生 剤 で殺 菌 的作 用 を有す る

ME1207を 急性気管支炎2例,慢 性気管支炎の急性増

悪3例,肺 炎3例,気 管支拡張症の感染増悪3例,計

11例 の各種内科領域呼吸器感染症に投与 したところ,

効果判定の可能 であった10例 で80.0%と いう有効率

を得た。 この有効率は一見やや低いように思われるが,

前 述の ように今 回の投与対象例の過半数が70歳 以上

の高齢者であったことを考慮すれば,決 して低いとは

いえず,む しろ満足できるものであった といえよう。

なお,副 作用の発現率は11例 中2例 と高かったが,い

ずれも軽度で一過性の ものであ り,ま た,本 剤投与中

に明らかに本剤に起因すると思われた臨床検査値異常

は1例 もみなかった。

以上 より,ME1207は 内科領域の呼吸器感染症にお

いて十分有用と考えられ,今 後の更なる検討に値する

抗生剤であると思われた。
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CLINICAL STUDY ON ME1207 IN RESPIRATORY TRACT INFECTIONS
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Eleven patients with respiratory tract infections were treated with ME1207 at a dose of 300 mg or
600 mg a day. Clinical efficacy was excellent in 2, good in 6, fair in 2 and unknown in 1 case. The
total efficacy rate was 80.0%. Diarrhea was observed in two patients.


